
１　歳入歳出決算額の状況 ３　歳出決算額の状況

△ 503,235 △ 5.0 A 構成比 B 構成比 C 構成比 B-C 増減率

△ 844,384 △ 8.4 108,433 1.2 101,172 1.1 95,467 0.9 5,705 6.0

341,149 1,081.4 保険給付費 6,793,102 71.2 6,516,967 70.8 6,658,651 66.3 △ 141,684 △ 2.1

292,599 262.3 2,425,000 25.4 2,343,457 25.5 2,648,995 26.3 △ 305,538 △ 11.5

※１実質収支：歳入合計から、基金繰入金、繰越金、財産収入（基金積立充当分のみ）、その他（基準外）繰入金 136,686 1.4 102,077 1.1 94,249 0.9 7,828 8.3

　 　　　　（福祉医療現物給付化による減額調整分を除く）を除き、歳出合計から基金積立金、一般会計返還金 1 0.0 888 0.0 409,252 4.1 △ 408,364 △ 99.8

　　　　を除いたうえで、歳入歳出の差引をしたもの。 76,811 0.8 136,828 1.5 136,854 1.4 △ 26 0.0

2,000 0.0 3,564 0.0 5,869 0.1 △ 2,305 △ 39.3

２　歳入決算額の状況 9,542,033 100.0 9,204,953 100.0 10,049,337 100.0 △ 844,384 △ 8.4

A 構成比 B 構成比 C 構成比 B-C 増減率 【歳出の概要】
1,959,351 20.6 2,107,634 22.0 2,134,391 21.2 △ 26,757 △ 1.3 ○保険給付費　（1億4,168万4千円の減　2.1％減）コロナ禍による受診控えによる減

1,000 0.0 1,286 0.0 1,375 0.0 △ 89 △ 6.5 　療養の給付・高額療養費等、被保険者が疾病及び負傷した際に受ける医療給付

2,300 0.0 15,256 0.2 1,042 0.0 14,214 1,364.1 ○国民健康保険事業納付金　（3億553万8千円の減　11.5％減）

6,834,339 71.6 6,606,467 69.0 6,757,413 67.0 △ 150,946 △ 2.2 　県全体で、前期高齢者交付金が増加見込であること（前年比+約26億円）及び、

723,597 7.6 728,258 7.6 712,278 7.1 15,980 2.2 平成30年度決算繰越金を納付金総額の減算に活用したこと（約35億円）による減

1 0.0 888 0.0 819 0.0 69 8.4 　保険給付に要する費用として、医療費や所得水準等を基に県が決定、市町村から県へ納付する。 

1 0.0 31,545 0.3 391,428 3.9 △ 359,883 △ 91.9 ○保健事業費

8,001 0.1 25,861 0.3 14,824 0.1 11,037 74.5 　保険者（市町村）が、被保険者の健康増進等のために行う事業（保健教育、健康相談、健康調査等）

13,443 0.1 60,453 0.6 67,313 0.7 △ 6,860 △ 10.2 ○基金積立金　（4億836万4千円の減　99.8％減）

9,542,033 100.0 9,577,648 100.0 10,080,883 100.0 △ 503,235 △ 5.0 　前年度からの繰越金及び当該年度会計における余剰金等の積立分

○償還金

【歳入の概要】 ・一般会計からの借入金に対する返還金

○国民健康保険税（2,675万７千円の減　1.3％減） （平成30年度～令和2年度までの３か年で返済、2年度返還額：6,300万円、完済）

被保険者数の減による（616人の減　2.9％の減） ・保険給付費等交付金（県支出金）の精算により、長野県に返還。（5,851万8千円）

・収納率　全体86.48％（前年比1.7％増）　現年分95.17％（前年比0.77％増） ・国保税還付金（1,531万円）

　一人あたり　調定額　99,716円（313円減）収入額　94,899円（471円増）（ともに現年分のみ） ○その他の支出

○国庫支出金 　直診診療施設（浅間病院）が行った、施設整備及び健康管理事業に対して支出

東日本大震災及び台風第１９号災害被災者の国保税減免及び一部負担金の財政支援分等

○県支出金（普通交付金の減　1億4,060万円の減） ４　基金残高
・普通交付金：歳出の保険給付費（出産育児一時金等の任意給付等、一部を除く）県から全額交付される。

・特別交付金は、市町村の財政状況やその他の事情に応じ交付される。

○繰入金 ※令和２年度末現在高より、令和３年度に基準外繰入分１０億２，５００万円を一般会計へ返還

一般会計からの繰入金（ルール分及び、福祉医療費助成減額分216万3千円）

○繰越金（3億5,988万3千円の減　91.9％減） ５　国民健康保険の加入状況 （世帯数・人口は令和３年３月３１日現在）

○その他の収入

貸付金元金収入、第三者行為損害賠償金、不当利得返納金、保険給付費等交付金返還金、雑収入 加入割合 加入割合
年平均

被保険者数

31.2% 21.0% ２０，８４６人

令和２年度　国民健康保険特別会計（事業勘定）決算の概要

（単位：千円、％） （単位：千円、％）

令和２年度 当初予算 令和２年度　決算 令和元年度　決算 対前年度比較 年度 令和２年度 当初予算 令和２年度　決算 令和元年度　決算 対前年度比較

歳入合計 9,542,033 9,577,648 10,080,883 科目

歳出合計 9,542,033 9,204,953 10,049,337 総務費

その他の支出

差　　　引 0 372,695 31,546

実質収支（※１） 404,150 111,551 国民健康保険事業納付金

保健事業費

基金積立金

償還金（返還金・還付金）

（単位：千円、％） 歳出合計

年度 令和２年度　当初予算 令和２年度　決算 令和元年度　決算 対前年度比較

科目

国民健康保険税

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金
財産収入（基金積立金利子）

繰越金

延滞金

その他の収入

歳入合計

（単位：千円）

国民健康保険事業基金
令和元年度末残高 令和２年度増減額 令和２年度末現在高

1,654,833 888 1,655,721

４２，５３０世帯 ９８，５５９人 １３，２５５世帯 ２０，６８０人

世帯数 人口
国民健康保険　加入状況

世帯数 被保険者数


